
余裕期間制度の適用について 

１．制度の概要 

２．対象工事 

３．余裕期間制度の要領 

 

お知らせ 

愛知中部水道企業団（以下、「企業団」という。）では、工事の発注時期の平準化、並びに

請負者の円滑な施工体制の確保を図る目的で、余裕期間制度を活用して工事を発注します。 

 
 

余裕期間とは、契約締結の日の翌日（契約書上の工期の開始日）から実工期の始期の

日の前日までの期間で、請負者が工事の施工体制を整備するための期間をいいます。 

余裕期間制度は、発注者指定方式と任意着手方式の2種類から選択し、企業団が１２

０日を超えない範囲内で余裕期間を設定し、全体工期のなかで発注者指定方式について

は工事開始日、任意着手方式については着手期限日を特記仕様書に明示します。 

任意着手方式の場合、請負者は余裕期間のなかで工事開始日を任意に設定できます。 

 
 

余裕期間制度の対象とする工事は、次の各号をすべて満たす工事とします。 

（１）企業団の単独事業であること。 

（２）余裕期間を設定した場合に、工事を発注した年度内（債務負担行為が設定済みの

場合には、債務負担行為に係る期間内）に全体工期を確保できる工事であること。 

 
 

【余裕期間制度の明示】 

余裕期間制度を適用する工事の設計書には、「余裕期間を設定する工事に関する特記

仕様書」を添付します。 

特記仕様書には、方式の種類、全体工期、余裕期間、実工期及び工事開始日（任意着

手方式においては着手期限日）を明示します。この場合、工事の終期の日を具体的な日付

で指定し、期間を日数では表示しません。 

 

  【契約書の明示】 

    契約書には全体工期（契約締結の日の翌日から工事の終期の日）のみ明示し、余裕期間、

実工期及び工事開始日（任意着手方式においては着手期限日）は明示しません。 

 

 

 

 



 
【工事開始日の取扱い】 

発注者指定方式を選択した工事は、企業団が工事開始日を指定しているため、工事開

始日の前日までが余裕期間となります。 

任意着手方式を選択した工事は、企業団が設定した着手期限日までの間で、請負者が

任意に工事開始日を設定することができます。請負者は落札決定通知日の翌営業日まで

に、企業団が設定した着手期限日までの間で工事開始日を設定し、企業団へ工事開始日

届（別紙様式１）を提出してください。契約締結後、余裕期間内に請負者の準備が整っ

た場合は、企業団と協議のうえ、工期を変更することにより工事に着手することができ

ます。この場合は、工事開始日変更届（別紙様式２）を提出してください。 

 

【技術者等の取扱い】 

余裕期間については、現場代理人、主任技術者又は監理技術者及び監理技術者補佐の 

配置を要しません。 

現場代理人、主任技術者又は監理技術者及び監理技術者補佐の通知について、愛知中 

部水道企業団工事請負契約約款第11条1項中「契約締結の日から5日以内」を「工事開

始日から５日以内」と読み替えます。 

 

【ゼロ債務負担行為で余裕期間制度を適用する工事の取扱い】 

企業団が発注する工事のうち、初年度は契約のみとし、契約初年度の支出を0円とす

る債務負担を設定している工事（以下、「ゼロ債務負担工事」という。）について、次の取

扱いとします。 

（１）ゼロ債務負担工事のうち余裕期間制度を適用して発注する工事の工事開始日、

若しくは着手期限日は、契約翌年度の４月１日以降とします。 

（２）前払金の請求方法については、入札公告及び設計書内の「余裕期間を設定する工事

に関する特記仕様書」に記載します。



 

 

実工期（実工事期間は変更できない） 
余裕期間 

(技術者等の配置不要) 

 

余裕期間設定工事のイメージ 
 

 

【通常工事の場合】 

 

契約締結日（翌日が着手日） 工事の終期日 

 

 
 

 
 

【余裕期間制度適用工事（任意着手方式）の場合】 

請負者が工事開始日を余裕期間内で設定できる方式 
 

 

全体工期 
 

 

余裕期間 実 工 期（準備工・後片付け含む） 

 
 

 

契約締結日 着手期限日（発注者が指定） 工事の終期日 
 

 
 

 

全体工期 
 

 

 

契約締結日 工事開始日 工事の終期日 

（請負者が工事開始日届により決定） 
 

 

 

 

実 工 期（準備工・後片付け含む） 

契約時 

発注時 



 

 

 

【余裕期間制度適用工事（発注者指定方式）の場合】 

 全体工期内で工事開始日を発注者があらかじめ指定する方式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※発注者指定方式の場合、工事開始日は発注者が指定し変更できない 

 

 

  

余 裕 期 間 
（技術者等の配置不要） 

 

全体工期 

工事開始日を発注者が指定 工事の終期日 契約締結日 

実 工 期 



 

（別紙様式１） 

 

工事開始日届 

 

年   月   日 

 

愛知中部水道企業団企業長 殿 

 

住  所 

請負者 (所在地) 

氏  名 

 

 

 

 

 

次のとおり工事開始日を定めたので届け出ます。 

 

 

工 事 名 

 

 

 

工 事 場 所 

 

 

 

工 事 開 始 日 

 

    年   月   日 

 

実 工 期 

 

工 事 開 始 日 から    年  月  日 まで 

 

備 考 

 この工事開始日届は、落札決定通知日の翌営業日までに提出すること。 

 

  

名称及び 
代表者氏名 

提出先は、管財検査課 



 

（別紙様式２） 

 

工事開始日変更届 

 

年   月   日 

 

愛知中部水道企業団企業長 殿 

 

住  所 

請負者 (所在地) 

氏  名 

 

 

 

 

 

次のとおり工事開始日を変更しますので届け出ます。 

 

 

工 事 名 

 

 

 

工 事 場 所 

 

 

 

変更工事開始日 

 

    年   月   日 

 

実 工 期 

 

変更工事開始日 から    年  月  日 まで 

 

備 考 

 この工事開始日変更届は、工事開始日の７日前までに提出すること。 

  

名称及び 
代表者氏名 

提出先は、建設課 

 


	【通常工事の場合】

